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本資料のポイント

◆売上高7,101百万円 前年同期比19.3％増
●放電加工・表面処理および機械装置等が増収、金型は減収

◆営業利益616百万円 前年同期比3.7倍に大幅増
●増収および一部製品の価格改定に伴う増益

◆親会社株主に帰属する中間純利益343百万円

2026年2月期
第２四半期(中間期)
連結業績の総括

2026年2月期

通期連結業績予想
◆2025年10月2日、通期連結業績予想を修正
●売上高は前期比+9.3％の成長、営業利益は+16.1％を予想

中期経営計画2027

における施策の進捗

◆中期経営計画2027達成に向けた活動の進捗
●生産体制構築や増産ラインでの生産開始もあり計画通り進捗
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2026年2月期第2四半期(中間期) 決算概要（連結）

25年2月期
第2Q実績

26年2月期
第2Q計画

26年2月期
第2Q実績

前期差
増減

計画差
増減

売 上 高 5,952 7,055 7,101 +1,149 +45

売 上 原 価 4,624 5,388 5,234 +610 ▲153

売 上 総 利 益 1,328 1,666 1,866 +538 +199

販 管 費 1,161 1,342 1,249 +88 ▲92

営 業 利 益 166 324 616 +449 +292

営 業 外 損 益 ▲28 ▲52 ▲44 ▲16 +7

経 常 利 益 137 271 571 +433 +300

特 別 損 益 ▲13 ▲10 ▲15 ▲2 ▲5

税 金 等 調 整 前

中 間 純 利 益
124 261 556 +431 +294

法 人 税 等 45 100 196 +151 +96

中 間 純 利 益 79 161 359 +280 +198

非支配株主に帰属する

中 間 純 利 益
▲1 19 16 +17 ▲3

親会社株主に帰属する

中 間 純 利 益
80 141 343 +262 +201

（単位：百万円）

※26年2月期計画：25年7月3日公表 業績予想
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1,149

80
▲610 ▲88 ▲3 ▲12 16 ▲19

▲169
343

前期

純利益

売上高 売上原価 販管費 営業外

収益

営業外

費用

特別利益 特別損失 法人税他 当期

純利益

生産量の増加に伴う変動費の増加、ガスタービン部品等の重要投資関連費用（増員および修繕費等）

2026年2月期第2四半期(中間期) 利益の変動要因

当期純利益の
変動要因

経常利益の
変動要因

（単位：百万円）

営業利益の
変動要因

141 45
153 92 4 3 0

▲5
▲93

343

計画

純利益

売上高 売上原価 販管費 営業外

収益

営業外

費用

特別利益 特別損失 法人税他 当期

純利益

0

0

放電加工・表面処理および機械装置等が増収

※純利益：親会社株主に帰属する中間純利益
※法人税他：法人税等および非支配株主に帰属する中間純利益

放電加工・表面処理が増収

※計画比：25年7月3日公表 業績予想

前期比

変動要因

計画比

変動要因

予定経費の時期ズレに伴う減少

ガスタービン部品等の重要投資関連費用（増員および修繕費等）の延期

採用費用等の増加
増益に伴う増加

前期比

+32（修繕

+13M、減価償
却費+13M）

一貫 +21 +13 +35

合計 +102 +32 +13 +173

製造固定費 計画比
先行投資費用

人 修繕 減価償
却費

合計

岡山 ▲50M ▲15M ▲65M

30M 30M

20M 20M

70M 30M 15M 140

計画比 販管費▲144

主に研究開発費、

他業務委託や出張費や設備投資
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68%

23%

9%

放電加工・表面処理 金型 機械装置等

26%

11%

40%

17%

6%

航空・宇宙 交通・輸送 環境・エネルギー 住宅 機械設備

62%

29%

9%

18%

12%

42%

21%

7%

セグメント別/事業分野別売上構成比率（連結）

事業概要

25年2月期
第2Q実績

59億 

26年2月期
第2Q実績

71億 

放電加工・表面処理 
●
●
●

航 空 ・ 宇 宙
交 通 ・ 輸 送
環境・エネルギー

～航空機エンジン部品
～自動車表面処理部品
～ガスタービン部品

機 械 装 置 等 ●
●

機 械 設 備
交 通 ・ 輸 送

～プレス機・プレス付帯設備
～自動車関連プレス部品

金 型 ●
●

住 宅
交 通 ・ 輸 送

～アルミ押出用金型
～セラミックスハニカム押出用金型

セグメント別

事業分野別

※セグメント間の組替：2025年３月より放電加工・表面処理セグメントの環境事業の一部を機械装置等セグメントへ移管しております。これに伴い2025年2月期の数値も変更しております。
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2026年2月期第2四半期(中間期)セグメント別概要
(単位：百万円)

※26年2月期第2Q計画：25年7月3日公表 業績予想

25年2月期
第2Q実績

26年2月期
第2Q計画※

26年2月期
第2Q実績

前期差
増減

計画差
増減

売
上
高

放 電 加 工 ・ 表 面 処 理 3,725 4,759 4,852 +1,126 +92

航 空 ・ 宇 宙 1,062 1,842 1,867 +804 +25

交 通 ・ 輸 送 161 170 171 +10 +1

環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 2,501 2,746 2,812 +311 +66

営業利益 543 856 1,002 +458 +145

売
上
高

金 型 1,700 1,654 1,646 ▲54 ▲8

住 宅 1,243 1,271 1,249 +6 ▲21

交 通 ・ 輸 送 457 383 396 ▲60 +13

営業利益 184 121 152 ▲31 +30

売
上
高

機 械 装 置 等 526 641 602 +76 ▲38

機 械 設 備 392 452 416 +24 ▲35

交 通 ・ 輸 送 134 189 185 +51 ▲3

営業利益 ▲30 52 58 +88 +5

全 社 費 用 ▲531 ▲706 ▲595 +64 ▲110

全
社

売 上 高 5,952 7,055 7,101 +1,149 +45

営 業 利 益 166 324 616 +449 +292

※セグメント間の組替：2025年３月より放電加工・表面処理セグメントの環境事業の一部を機械装置等セグメントへ移管しております。これに伴い2025年2月期の数値も変更しております。
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セグメント別詳細：放電加工・表面処理

前期比 増収・増益

売 上 高： 3,725 ⇒ 4,852 ( +1,126)

営業利益：    543 ⇒ 1,002 (    +458)

売上高増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□航空・宇宙( ↑ / ↑ )

 ◇前期比は、航空機エンジン部品の生産量の回復および防衛装備品の需要増加に  

より増収。
   ◇計画比は、航空機エンジン部品および防衛装備品が需要の増加により増収。

□交通・輸送( ↑ / ↑ )
 ◇前期比は、自動車表面処理部品が需要増加により増収。
 ◇計画比は、自動車表面処理部品がおおむね計画通りに進捗。

□環境・エネルギー( ↑ / ↑ )
 ◇前期比・計画比ともに、ガスタービン部品の高収益事業であるメンテナンス需要

およびライン増設を見据えた前倒し出荷により増収。
さらに石油ガス産業の精製・輸送需要の増加を背景に遠心圧縮機が増収。

営業利益増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□( ↑ / ↑ )

◇前期比は、ガスタービン部品の高収益事業であるメンテナンス需要や
 遠心圧縮機部品の価格改定により増益。

◇計画比は、ガスタービン部品の高収益事業であるメンテナンス需要や
ガスタービン部品の重要投資関連費用の延期等に伴う経費の減少により増益。

2,501 2,746 2,812 

161 170 171 1,062 
1,842 1,867 3,725 

4,759 4,852 

25年2月期

第2Q実績

26年2月期

第2Q計画

26年2月期

第2Q実績

環境・エネルギー 交通・輸送 航空・宇宙

（単位：百万円）

売

上

高

営 

業 

利 

益

543

856
1,002

25年2月期

第2Q実績

26年2月期

第2Q計画 

26年2月期

第2Q実績

0

0

単発的（一過性）＝守谷向け案件

※セグメント間の組替：2025年３月より放電加工・表面処理セグメントの環境事業の一部を機械装置等セグメントへ移管しております。これに伴い2025年2月期の数値も変更しております。

遠心圧縮機の荏原エリオット価格改定後の受注

平和産業の高付加価値案件で増益

ガスタービン部品の採用遅れ

修繕：小牧▲30M・成田▲12・岡山▲9M→下期に
延期？
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セグメント別詳細：金型

前期比 減収・減益

売 上 高：    1,700 ⇒ 1,646 ( ▲54)

営業利益：     184 ⇒  152 ( ▲31)

売上高増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□住宅( ↑ / ↓)

◇前期比は、国内向けアルミ押出用金型が省エネ基準適合義務化に伴う駆け込み
 需要の反動の影響により減収も、海外子会社における需要の増加で前期並みに
推移。

◇計画比は、国内向けアルミ押出用金型が設備故障の影響による納入遅延で減収。

□交通・輸送( ↓ / ↑ )
  ◇前期比は、セラミックスハニカム押出用金型が大型製品の受注が減少し減収。
◇計画比は、セラミックスハニカム押出用金型の売上前倒しにより増収。

営業利益増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□ ( ↓ / ↑ )

 ◇前期比は、前期に行った海外子会社における早期退職等により固定費が圧縮された
ものの、減収により減益。

       ◇計画比は、修繕計画の延期等により増益。

（単位：百万円）

184
121 152

25年2月期

第2Q実績

26年2月期

第2Q計画 

26年2月期

第2Q実績

0

457 383 396 

1,243 1,271 1,249 

1,700 1,654 1,646 

25年2月期

第2Q実績

26年2月期

第2Q計画 

26年2月期

第2Q実績

交通・輸送 住宅

0

売

上

高

営 

業 

利 

益

厚木は減収

KDTは増収

セラ計画比は８月に大型品で増収

前期比は厚木もセラも減収

計画比はセラ修繕▲37M
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セグメント別詳細：機械装置等

前期比 増収・増益

売 上 高：       526 ⇒ 602 ( +76)

営業利益：    ▲30 ⇒  58 ( +88)

売上高増減要因（ 前期比 / 計画比 ） 
□機械設備( ↑ / ↓ )

◇前期比は、前期末に延期となっていたプレス機および付帯設備の販売により増収。

      ◇計画比は、MF混合溶融装置の販売がなく減収。

□交通・輸送( ↑ / ↓ )
◇前期比は、自動車関連プレス部品の価格改定により増収。
◇計画比は、自動車関連プレス部品がおおむね計画通りに進捗。

営業利益増減要因（ 前期比 / 計画比 ）
□ ( ↑ / ↑ )
   ◇前期比は、プレス機の販売、自動車関連プレス部品の価格改定にくわえ

工場集約による固定費圧縮により増益。
 ◇計画比は、減収も固定費圧縮により増益

（単位：百万円）

134 189 185 

392 
452 416 

526 
641 602 

25年2月期

第2Q実績

26年2月期

第2Q計画 

26年2月期

第2Q実績

交通・輸送 機械設備

0

▲ 30

52 58

25年2月期

第2Q実績

26年2月期

第2Q計画 

26年2月期

第2Q実績

0

売

上

高

営 

業 

利 

益

※セグメント間の組替：2025年３月より放電加工・表面処理セグメントの環境事業の一部を機械装置等セグメントへ移管しております。これに伴い2025年2月期の数値も変更しております。

計画比

大和・若狭の固定費全般で減
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固定資産

10,119

前期末比：+362

流動資産

7,643

前期末比： ▲150

純資産

8,581

前期末比：+316

固定負債

4,384

前期末比：+700

流動負債

4,797

前期末比：▲805

資産の部 負債純資産の部

1,551

▲ 395
▲ 1,126

営業ＣＦ 投資ＣＦ 財務ＣＦ

連結貸借対照表とキャッシュ・フローの状況

（単位：百万円）（単位：百万円）

連結貸借対照表

25年2月期
第2Q実績

26年2月期
第2Q実績

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,011 2,414

自己資本比率

キャッシュ・フロー

0

2026年2月期第2Q  ： 43.3％
2025年2月期  ： 41.9％

資産構造の転換: 効率的な資本活用と成長を支える固定資産へのシフト
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2026年2月期｜設備投資・償却費・研究開発費

設備投資／減価償却費

研 究 開 発 費

（単位：百万円）

（単位：百万円）

25年2月期
第2Q実績

26年2月期
第2Q実績

26年2月期
計画

設 備 投 資 444 546 1,500

減 価 償 却 費 338 400 800

25年2月期
第2Q実績

26年2月期
第2Q実績

26年2月期
計画

研 究 開 発 費 23 12 ５0

2026年2月期 主な投資案件

●ガスタービン部品、航空機エンジン部品の生産体制再整備

●その他事業の定期設備更新

2026年2月期 主な研究開発案件

●自社リソースを活用した自動化・省人化の推進

●工法改善による生産の効率化・新工法の開発

●混合溶融機の性能向上および混合溶融技術の素材を

 活用した各種成型技術の検証

★設備投資額の算出

有形固定資産等の明細65期2Q.xls

式=E151+E157-E150

当期増加額-建仮+ソフトウェア

65期上期は主に岡山へ新設備を導入

2026年2月期計画は4月発表数値

研究開発費1億を変更
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2026年2月期 通期連結業績予想
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通期業績予想について

下期業績予想の前提条件

セグメント
外部環境

↑増収要因 ↓減収要因
主な施策と進捗状況

放電加工
・

表面処理

エネルギー分野は、AI普及を背景にデータセンター
の新増設に伴う電力需要が旺盛

・ガスタービン部品は安定的な成長と新たな成長ドライバー
獲得に向け、新ラインと新アイテムの立上げを並行して推進

・航空機エンジン部品は、増産への対応

・防衛装備品は、需要に対応する生産体制を整備

航空・宇宙分野は、足元では航空業界のサプライ
チェーンの上流において若干の乱れが生じているが、
業界全体は回復～成長トレンドへ

金型

住宅分野は、省エネ基準適合義務化に伴う駆け
込み需要の反動が当面継続

・アルミ押出用金型およびセラミックスハニカム押出用金型は
効率的な対応で採算確保

交通・輸送分野は、米国関税政策の影響は僅
少も、ガソリン車需要は低水準が継続

機械装置等
ものづくり現場の自動化・省人化需要はあるもの
の、金利上昇により投資には慎重さも

・サーボプレス機は、受注案件の期中販売と受注残の積上げ

・サーボプレス機は、受注案件の期中販売と受注残の積上げ
 およびコスト構造改革による固定費の適正化を継続
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2026年2月期 通期連結業績予想

25年2月期
実績

26年2月期
2025年10月2日公表

修正予想
前期差異 前期比

売 上 高 12,898 14,101 +1,203 109.3％

営 業 利 益 689 800 +111 116.1％

経 常 利 益 643 708 +65 110.0％

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益 583 427 ▲156 73.3％

(単位：百万円)

売上高、営業利益、経常利益において、前期比で増収増益

前期比較で、売上高の伸び（+10%）に対し、

営業利益の伸びが下回り収益面に課題がありことを示唆

上期好調ですが、期末の着地が控えめに見えました。

8割以上を上期で稼いだことになります。

下期に利益が出ない理由があるのか、投資家の疑念がでるかもしれません。

適正価格化や生産性向上により収益性の改善が進み、営業利益は前期比1.16倍
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1,203

583 ▲905
▲187 ▲10 ▲36 ▲70

54

▲204

427

前期

純利益

売上高 売上原価 販管費 営業外

収益

営業外

費用

特別利益 特別損失 法人税他 当期

純利益

(予想)

増収およびガスタービン部品や防衛装備品の
重要投資関連費用の増加

通常税率で税負担が増加

2026年2月期 通期連結業績予想 利益の変動要因

当期純利益の
変動要因

経常利益の
変動要因

（単位：百万円）

営業利益の
変動要因

※純利益：親会社株主に帰属する当期純利益
※法人税他：法人税等および非支配株主に帰属する当期純利益

研究開発費および
先行投資（採用費など）の増加

主に放電加工・表面処理が増収

今期は持続的な成長に向けた重要な投資フェーズ、一時的にコスト増加

前期比

変動要因



17Copyright ©HODEN SEIMITSU KAKO KENKYUSHO CO.,LTD. All Rights Reserved

立上げの進捗を慎重に見極め、利益は保守的に予測。安定的な基盤構築を優先

2026年2月期セグメント別業績予想

(単位：百万円)

25年2月期
通期実績

26年2月期
通期業績予想

前期差
増減

26年2月期
上期実績

26年2月期
下期見通し

上下
増減

売
上
高

放電加工・表面処理 8,341 9,552 +1,211 4,852 4,700 ▲151

航 空 ・ 宇 宙 2,611 3,768 +1,157 1,867 1,900 +33

交 通 ・ 輸 送 323 363 +39 171 191 +19

環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 5,406 5,421 +14 2,812 2,608 ▲204

営業利益 1,441 1,717 +275 1,002 715 ▲286

売
上
高

金 型 3,318 3,354 +36 1,646 1,708 +61

住 宅 2,469 2,495 +25 1,249 1,246 ▲3

交 通 ・ 輸 送 848 859 +10 396 461 +65

営業利益 333 295 ▲38 152 142 ▲9

売
上
高

機 械 装 置 等 1,238 1,194 ▲44 602 591 ▲10

機 械 設 備 966 816 ▲150 416 399 ▲17

交 通 ・ 輸 送 271 378 +106 185 192 +6

営業利益 36 97 +61 58 39 ▲18

全 社 費 用 ▲1,122 ▲1,310 +187 ▲595 ▲714 +118

全
社

売 上 高 12,898 14,101 +1,203 7,101 7,000 ▲100

営 業 利 益 689 800 +111 616 183 ▲432

※セグメント間の組替：2025年３月より放電加工・表面処理セグメントの環境事業の一部を機械装置等セグメントへ移管しております。これに伴い2025年2月期の数値も変更しております。
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参考)2026年2月期セグメント別業績予想 前回予想対比

(単位：百万円)

26年2月期予想
2025年７月3日公表

26年2月期予想
2025年10月2日公表

前期差
増減

差異要因

売
上
高

放電加工・表面処理 9,453 9,552 +99

売上は、ガスタービン部品および遠心圧縮機部品の受注増加
により増収
営業利益は、遠心圧縮機部品の高収益事業の増収およびガ
スタービン部品の投資費用の精査による経費の減少等で増益

航 空 ・ 宇 宙 3,784 3,768 ▲16

交 通 ・ 輸 送 332 363 +31

環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 5,336 5,421 +84

営業利益 1,548 1,717 +169

売
上
高

金 型 3,437 3,354 ▲82

売上は、セラミックスハニカム押出用金型の受注が減少し減収
営業利益は、高付加価値案件の減少で減益

住 宅 2,517 2,495 ▲22

交 通 ・ 輸 送 919 859 ▲60

営業利益 377 295 ▲81

売
上
高

機 械 装 置 等 1,510 1,194 ▲316

売上は、プレス機販売の減少で減収
営業利益は、減収より減益

機 械 設 備 1,129 816 ▲313

交 通 ・ 輸 送 381 378 ▲2

営業利益 210 97 ▲113

全 社 費 用 ▲1,422 ▲1,310 ▲112

全
社

売 上 高 14,401 14,101 ▲299

営 業 利 益 714 800 +86

メモ

通期業績予想の修正のお
知らせのバックデータ。



19Copyright ©HODEN SEIMITSU KAKO KENKYUSHO CO.,LTD. All Rights Reserved

セグメント別詳細：放電加工・表面処理

543 
1,002 

898 

715 
1,441 

1,717 

3,725 4,852 

4,615 
4,700 

8,341 
9,552 

売上高下期見通し（上期対比）
■(↑)航空・宇宙
  ◇航空機エンジン部品と防衛装備品の受注増加により増収。

■(↑)交通・輸送
 ◇自動車表面処理部品は、受注増加により増収。

■(↓)環境・エネルギー
  ◇ガスタービン部品は、高収益事業であるメンテナンス需要が上期に集中し反動減。
◇遠心圧縮機部品は、需要が上期に集中し反動減。

   

営業利益下期見通し（上期対比）

■(↓)
◇環境・エネルギーのガスタービン部品の高収益事業であるメンテナンス
 需要や遠心圧縮機部品が上期に集中したことや、時期ズレとなった
 ガスタービン部品の投資関連の経費負担が一時的に増加し減益。

（単位：百万円）

2026年2月期 通期見通し2025年2月期 通期実績

2026年2月期 下期見通し2025年2月期 下期実績 2026年2月期 上期実績2025年2月期 上期実績

2026年2月期 通期見通し2025年2月期 通期実績

売

上

高 0 0

営

業

利

益
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セグメント別詳細：金型

184 152 

149 142 

333 
295 

1,700 1,646 

1,617 1,708 

3,318 3,354 

売上高下期見通し（上期対比）
■(→)住宅
  ◇国内向けおよび海外向けアルミ押出用金型は、おおむね上期並みに推移。

■(↑)交通・輸送

 ◇セラミックスハニカム押出用金型は、高付加価値品の受注回復を見込み増収。

営業利益下期見通し（上期対比）

■(↓)
◇増収も上期に延期した修繕費等を見込み減益。

（単位：百万円）

売

上

高 0 0

営

業

利

益

2026年2月期 通期見通し2025年2月期 通期実績

2026年2月期 下期見通し2025年2月期 下期実績 2026年2月期 上期実績2025年2月期 上期実績

2026年2月期 通期見通し2025年2月期 通期実績



21Copyright ©HODEN SEIMITSU KAKO KENKYUSHO CO.,LTD. All Rights Reserved

セグメント別詳細：機械装置等

▲ 30

5866 

39 36 
97 

526 602 

712 591 

1,238 1,194 

売上高下期見通し（上期対比）

■(↓)機械設備

◇機械設備関連は、プレス機販売が減収。
◇シェアリングサービスは量産試作の需要が一定量を継続。
◇環境事業は、おおむね上期並みに推移。

■(→)交通・輸送
◇自動車関連プレス部品は、おおむね上期並みに推移。

営業利益下期見通し（上期対比）

■(↓)
◇プレス機販売の減収や上期に延期した修繕費等を見込み減益。

（単位：百万円）

売

上

高 0 0

営

業

利

益

2026年2月期 通期見通し2025年2月期 通期実績

2026年2月期 下期見通し2025年2月期 下期実績 2026年2月期 上期実績2025年2月期 上期実績

2026年2月期 通期見通し2025年2月期 通期実績
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売上高・営業利益率推移

12,976 11,679 12,160 12,898 
14,101 

4.9%
▲2.7%

1.9% 5.3% 5.7%

-10.0%
-5.0%
0.0%
5.0%
10.0%
15.0%
20.0%
25.0%
30.0%

▲ 5,000

10,000

22年2月期

通期実績

23年2月期

通期実績

24年2月期

通期実績

25年2月期

通期実績

26年2月期

通期見通し

売上高 営業利益率

9.1%
3.3% 10.0%

17.3% 18.0%17.2%

11.3% 12.6%
10.1%

8.8%

10.3%

▲1.8%

5.1% 3.0% 8.2%

-20%

0%

20%

22年2月期
通期実績

23年2月期
通期実績

24年2月期
通期実績

25年2月期
通期実績

26年2月期
通期見通し

放電加工・表面処理 金型 機械装置等

※1.営業利益率は外部売上で算出しています。 ※2.セグメント営業利益率は本社費等控除前のものになります。

売上高と

営業利益率

推移

（単位：百万円/％）

セグメント別

営業利益率

推移

（単位：％）

0

20

▲20

0
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株主還元について

2026年２月期予想 15円
2025年２月期 12円

株主様に対する利益還元を経営の最重要課題のひとつと考え、現在および今後の

事業収益をベースに将来の事業展開や経営体質の強化のために必要な内部留保

資金の確保などを勘案し、安定的かつ継続的な利益還元を実施します

配当金
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中期経営計画2027における施策の進捗
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中期経営計画2027 2年目以降の方向性

◆成長分野は業容の拡大へ向けた投資を順次実施
●ガスタービン部品と防衛装備品は増産ニーズへ対応するため増員・生産設備の能力向上

◆三菱重工業株式会社との資本業務提携によるシナジー効果創出
●独立性を維持しつつ、持続可能性などの対話を深め、経営の安定性を強化

●長期的な戦略的パートナーシップを構築し連携を強化、成長分野の増産ニーズへ対応

◆利益創出体制を強化
●業務の標準化、生産の自動化・省人化で効率性を追求、調達コスト管理強化

収益基盤の盤石化・経営の安定性を維持向上
中期経営計画2027
次の成長を見据えた

基礎固め
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事業の位置づけ

事業拡大と収益性の改善により安定収益体質へ ■高成長・低収益事業は収益性を改善し、高成長・高収益事業へ

■低成長・高収益事業は新分野開拓し、高成長・高収益事業へ

■低成長・低収益事業は生産の合理化を追求し、業績へ寄与

事業機会と収益性

成長事業へ：需要へ対応、業績牽引

安定事業へ：・効率化推進 再成長へ：新分野での機会創出

航空・宇宙分野環境・エネルギー分野

＜アイテム＞
⚫ ガスタービン部品
⚫ 遠心圧縮機部品

＜アイテム＞
⚫ 航空機エンジン部品
⚫ 防衛装備品画像提供 三菱重工業㈱

機械設備分野
住宅分野

＜アイテム＞
⚫ 住宅アルミサッシ押出用金型

＜アイテム＞
⚫ セラミックスハニカム押出用金型

交通・輸送分野
＜アイテム＞
⚫ デジタルサーボプレス機
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1.9%

5.3%

5.7%
6.1%

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

7.0%

0

200

400
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800

1000

1200

1400

1600

2024年2月期 2025年2月期 2026年2月期予想 2027年2月期目標

中期経営計画2027業績推移

128億円
147億円※ああああ

あああ
あああ
あああ
あああ
あああ
あああ
ああ 0

需要に応えるため
生産能力拡大の時期

※2027年2月期目標は2024年4月9日に公表した数値です。

141億円

121億円

2.3億円

6.9億円 8.0億円
8.9億円※

売上高 営業利益

営業利益率

財務体質の改善
自 己 資 本 比 率

2024年２月期 2025年２月期 2027年２月期以降

35.8％
（前期比7.9ポイント増）

41.9％ 注力分野の回収本格化

144億円→
5.0％→

7.1億円→
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・主にガスタービン部品の生産能力増強に設備投資
・航空機エンジン部品の増産に伴う設備投資
・防衛装備品の需要拡大への管理体制の構築

注力分野の成長に向けた取り組み

三菱重工業株式会社との資本業務提携による財務体質の改善と需要への対応

調達した資金 20億円

期待できる
最大の効果

両社の強みを最大限に活かし、
環境・エネルギー分野と航空・宇宙分野の発展により持続的に価値の提供が可能となる

資本業務提携で発生した効果 業務提携で今後期待できる効果

財務体質の改善と投資資金の獲得

財務体質の改善7億円

先行投資資金の獲得13億円

・自己資本比率が2024年２月期に35.8％
（自己資本比率が当時で7.9ポイント改善）

人材交流（当社と三菱重工）

防衛装備品
➢ 技術者派遣を受け入れ、内部製品の取込み強化と

新規アイテムを早期に立上げ
➢ サプライチェーンの生産能力向上
ガスタービン部品
➢ 社内の生産管理能力の強化へ

業務提携（生産の棲み分けの再設定）

ガスタービン部品
➢ メンテナンス需要への対応
防衛装備品
➢ 既存アイテムおよびモデルチェンジへの対応

情報が1年古い。

更新できる箇所はあるか？
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注力分野の施策の進捗①

当初予定通りに進捗、準備期間を経て３年目に生産本格化

ガスタービン部品

2025年2月期

本格

稼働

2026年2月期 2027年2月期

生産量回復
航空機エンジン部品

防衛装備品

安定生産

生産体制再整備 受注拡充

増産

生産ライン増設

段階的に生産開始

現在

航空機エンジン部品：生産ライン本稼働へ

防衛装備品：社内外生産ネットワークの能力増強

ガスタービン部品：２拠点生産へ拠点拡大および生産能力増強
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航空機エンジン部品
増産に伴う設備の増強

2025年2月期下期 生産開始

注力分野の施策の進捗②

防衛装備品

生産対応能力の増強準備と再構築
2026年2月期下期 生産開始予定

生産拠点の拡大
2025年4月 生産開始

➢先行投資により各拠点で再整備を実施

ガスタービン部品

名古屋事業所を整備し、岡山事業所と2拠点生産体制構築

完了

生産能力増強
2027年2月期 生産開始予定

進捗中

岡山事業所と名古屋事業所の生産能力を増強

進捗中

岡山事業所 名古屋事業所

完了

小牧事業所

専門性の高い人材の獲得や育成、パートナーとの関係
強化など、需要拡大に合わせた生産管理体制を構築中

設備移管は完了。
新設備立上げ、期末より増強ラインでの生産開始
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航空・宇宙分野の当社の強み

■航空機器、機体部品
■飛翔体部品

航空機
エンジン部品

■低圧タービンブレード
 ■圧縮機燃焼器部品

航空宇宙関連部品
防衛装備品

航空分野で培った加工技術や生産技術・品質保証技術にくわえ、航空宇宙部品ネットワーク
APNetサービスで、新製やメンテナンス需要に対し包括的なソリューションを提供

ミサイル画像（12式地対艦誘導弾）は2023年度防衛事業説明会をコピペ

https://www.mhi.com/jp/finance/library/business/pdf/defense2023.pdf
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航空・宇宙分野（防衛装備品）の外部環境

●安全保障強化の方針を受け、防衛力整備計画が大幅拡充

●防衛装備品の開発・製造費にも重点配分

43兆円

https://shikiho.toyokeizai.net/news/0/901765

https://www.mod.go.jp/j/budget/yosan_gaiyo/fy2026/yosan_20250829.pdf

出展：一般財団法人 日本航空機開発協会

●世界のエアラインによるジェット旅客機の運用機数は増加傾向

●既存機は燃費性能に優れる機種への入れ替え積極化

防衛費予算世界のジェット旅客機の需要予測

http://www.jadc.jp/files/topics/199_ext_01_0.pdf

出展：財務省ホームページ「中期防衛力整備計画」
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航空・宇宙分野の受注高・売上高・営業利益率

2024年2月期 2025年2月期 2026年2月期

見通し 

2027年2月期

予想

2024年2月期 2025年2月期 2026年2月期

見通し

2027年2月期

予想

受注高 売上高・営業利益率

2024年2月期対2026年２月期見通し

●航空機エンジン部品・防衛装備品の需要増で受注高が着実に伸長。

●分野全体の売上高は約1.5倍超。（当初予想に対し1年前倒し）

●価格の適正化および長期契約等による生産の安定化で収益改善も進む。

1.5倍超

営業利益率売上高

2024年2月期対2026年２月期

●防衛装備品の売上高は約3倍超。航空機エンジン部品も着実に伸長。

●分野全体の売上高は約1.5倍超。（当初予想に対し1年前倒し）

●適正価格化および長期契約等による生産の安定化で収益改善も進む。
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環境・エネルギー分野（ガスタービン部品）の当社の強み

➢ 特殊精密加工技術を用いて部品を完成させる全工程を担い、新製やメンテナンス需要へ対応
➢ 国内メーカーだけでなく海外部品メーカーも視野に幅広く展開

タービンブレード
当社技術適用箇所

画像提供：三菱重工業㈱

圧縮機・サーメテル
コーティング

当社技術適用箇所

豊富な加工技術による一貫生産で部品完成を担う

サーメテルコーティング®や電解加工などのコア技術で
ガスタービン高効率化に貢献

素材
支給

機械
加工

放電
加工

溶接 溶射 熱処理
手仕上げ
非破壊検査

完成
出荷

電解
加工

40年の信頼関係を築いた高い品質と
顧客課題への提案力と対応力

全工程を担う重要サプライヤーの地位確立
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環境・エネルギー分野の外部環境

https://www.bloomberg.co.jp/news/articles/2025-
08-31/T1QHTHGP9VCW00

https://www.renewable-ei.org/statistics/international/

https://www.renewable-
ei.org/activities/column/REupdate/20210702.php

AI普及を背景に
データセンターの新増設に伴う電力需要は旺盛

出典：energy institute statistical review of world energy 2025

エネルギー研究所 世界エネルギー統計レビュー 2025

世界の発電設備と発電電力量予測長期エネルギー見通し

出典：Bloomberg

燃料転換や再エネの補完として重要な役割を担う
天然ガス火力発電の需要は継続

出典：日本エネルギー経済研究所

天然ガス発電
技術進展後



36Copyright ©HODEN SEIMITSU KAKO KENKYUSHO CO.,LTD. All Rights Reserved

2024年2月期 2025年2月期 2026年2月期

見通し

2027年2月期

予想

ガスタービン部品 遠心圧縮機部品

環境・エネルギー分野の受注高・売上高・営業利益率

2024年2月期 2025年2月期 2026年2月期

見通し 

2027年2月期

予想

ガスタービン部品 遠心圧縮機部品

受注高 売上高・営業利益率

2026年2月期見通し

●ガスタービン部品の受注高は新アイテム・新ライン立ち上げにより前期並みに進捗。

●2027年2月期の売上高は、2024年2月期に対し1.3倍の達成を目指す。

●先行投資を実施し人件費・設備費等の固定費が増加、来期に投資回収スタート。

1.3倍

営業利益率

売上高
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②安定事業へ

デジタル技術を
活用し工法転換

効率化を追求し
安定収益に貢献

◆ 住宅用アルミサッシ押出用金型
◆ ビル建材、産業用金型など

＜特徴＞
・独自システムを導入した量産対応力で業界トップの押出金型を供給
・技術革新で高度な要求にも柔軟に対応し、顧客との関係強化を実現

住宅分野

厚木：工法開発→新工法の検証のため、→段階的な立上げで採算改善

パイロットラインを設置し

顧客も厳しい状況で急な注文やリードタイム短縮など、先を見据えにくい受注状況であるため生産管
理が難しく製造の無駄ムラが多い状況が続いた。安定した受注状況を維持できるよう顧客との関
係性を改善、また工法を見直しを行い無駄ムラの解消に努めた。それらによって安定生産を維持
し採算性が向上し安定して業績に寄与する土台を再構築出来た。

来期以降も再現性高い金型の安定供給と採算性向上の両立を図れるように努める

＜進捗状況＞
●パイロットラインを設置し新工法を検証、段階的な切替えで生産の不安定要素を解消
●再現性の高い金型の安定供給と採算性向上の両立を維持継続
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③新分野で再成長

¥¥172.16.1.230¥data¥全社営業共有¥産業機械共有¥ホームページ資料¥プレス機素材

◆ デジタルサーボプレス機
ZENformerシリーズ

◆ セラミックスハニカム押出用金型

環境負荷低減に向けた
製品開発へ貢献

脱炭素分野への
技術活用

Co２回収とガス分離技術の開発へ貢献

燃料電池部品の社会実装への貢献

交通・輸送分野

機械装置分野

・専門設備の開発や工法の見直し等顧客と共に
 技術の実証を推進中

・新たな素材に対応した最適な工法開発
・遠隔支援サービスを活用し、海外の需要開拓を推進中

CO2回収 ガス分離
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資源循環型社会に向けた活動①

バイオマスプラスチック等 複合素材 MF式混合溶融装置

３Dプリンター・プレス機による成形 プラスチックや未利用資源

社会実装に向けた取組み

※当事業は機械装置等セグメントに該当

①

②③

④

⑤
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資源循環型社会に向けた活動②

「藻類スツール 蓮／REN」に材料供給

当社は、2025 年日本国際博覧会（大阪・関西万博）
日本館に「双鶴」共創プロジェクトの一員として協賛しました。

このプロジェクトを代表しエス.ラボ株式会社が
藻類スツール『蓮/REN』を販売するにあたり、
当初より材料設計ならびに色彩調整の開発に
関与していた当社が材料供給へ。

昭人君作成中
当面MF設備売りはしないという方向性で

事業戦略を考えることになった状況
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資源循環型社会に向けた活動③

バイオを基点とした社会の実現を追求する、“バイオエコノミーを推進する産業横断型イニシアチブ”
異業種・異分野のパートナーが垣根を越えて共創できる実践的なプラットフォーム

「MATSURI」に参画(主催団体：ちとせグループ）



本資料に記載された目標や予測等、将来に関する記述があります。
資料作成時点での当社の判断に基づき作成したものであり、その情報の正確性を保証するものではありません。
また、様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績や結果とは異なる場合があります。
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